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ご覧ください
平成26年度下半期 市の 家計簿

　市では、年 2回「市の家計簿」として、予算や収入・支出の状況をお知らせして
います。今回は、平成26年度下半期（ 3月31日現在）の財政状況をお知らせします。
※出納整理期間（ 4月 1日から 5月31日）中の変動があるため決算の数値とは異
なります。 ▼問い合わせ先　財政課　財政係

■主な会計の執行状況 （万円未満四捨五入）

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 192億9,000万円 145億4,655万円 75.4％ 142億5,570万円 73.9％

国民健康保険事業 47億5,844万円 39億1,535万円 82.3％ 44億6,503万円 93.8％

後期高齢者医療 4億714万円 2億9,656万円 72.8％ 4 億195万円 98.7％

介護保険事業 36億7,317万円 30億5,012万円 83.0％ 33億992万円 90.1％

農業集落排水事業 2億6,000万円 2億5,183万円 96.9％ 2 億4,347万円 93.6％

小諸公園事業 1億2,332万円 1億2,717万円 103.1％ 1 億517万円 85.3％

今回は、人口減少・少子化に大き
く関係する「出生数」と「出生
率」についてお知らせします。

※国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査」より

『合計特殊出生率』って何？

　私たちの希望や意見も、市に伝えていか
なきゃね！

このままでいいのかしら？

　もう長い間、下がる傾向が続いているわ
ね。生まれる子どもが減るということは、
人口も減っていくということよね。
　でも、なぜこうなったのかしら？

　一人の女性が一生のうちに産む子どもの
数を表したものです。この数字が2.08を下
回ると、人口が減ると言われています。

　調査の結果、未婚者で結婚意思のある人は
9割、子どもの数は 2人以上が理想というこ
とも分かっています（※）。
　こういった、若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえていくことが必要ですね。
　これは、地方創生の目標の一つでもあります。

　主に次の 3つが理由と言われています。
①結婚しない・できない人が多い
②結婚する時期が遅くなっている
③産む子どもの数が少なくなっている

小諸市の合計特殊出生率と出生数
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　市ホームページに、「地方創生」の
ページをつくりました。
　「小諸創生のための事業」をご提案
いただけるフォームもあります。ぜひ
チェックしてみてください。
【次の手順によりご提案いただけます】
　トップページ⇒行政情報
　⇒計画・まちづくり⇒まちづくり
▼問い合わせ先
　企画課　行政経営係

1.94

520

1.69
453

1.86

476
1.52

412

1.82

484 1.57

378

319


